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令和２年度三沢市放送番組審議会 会議録 

開催日時 令和２年１０月２１日（水）午後１時３０分～４時００分 

場  所 三沢市国際交流教育センター ２階 研修室２ 

出 席 者 

会長 冨田 隆 委員 袴田 弘子 

副会長 岩本 ヤヨエ 委員 後藤 健一 

委員 山上 里美 委員 荒町 勝彦 

委員 加澤 和樹 委員 田村 修一 

委員 小比類巻 雅祥 委員 西原 英 

委員 長堀 晶   

事務局 

・三沢市政策部部長 佐々木 亮 

・三沢市広報広聴課長 東 直実 

・ＣＡＴＶ情報室長  種市 浩継 

・放送サービス係長 中野 和恵  ・主事 中市 翔 

次  第 

１． 開会 

２． 委嘱状交付 

３． 市長あいさつ 

４． 出席者紹介 

５． 審議会について説明 

６． 組織会（会長・副会長選出） 

７． 会議 

（１）上半期の取り組みについて 

  （２）令和２年度市民アンケート結果について 

  （３）下半期の取り組みについて 

８． 閉会 

会議の経過及び審議結果 

・委嘱状交付 

新委員となる１２名中、審議会へ出席した１１名へ、小檜山市長より委嘱状が交付された。 

・組織会 

会長に冨田 隆委員、副会長に岩本ヤヨエ委員が選任された。 

・会議 

会議案件（１）から（３）について事務局より説明の後、委員による質疑、意見交換がされ

た。（内容は別紙のとおり） 

 

 

 



2 

 

【事務局より報告】 

・案件（１）上半期の取り組みについて 

昨年度の市民アンケート及び同審議会の中での意見・要望に基づき、行ってき

た新たな取り組みや、改善について説明。 

・案件（２）令和２年度市民アンケート結果について 

８月に実施した市民アンケートについて、調査結果を報告。 

・案件（３）下半期の取り組みについて 

今回の市民アンケートの結果を受け、今年度の後半から来年度前半にかけての

新たな取り組み、検討事項について説明。 

 

【委員による質疑、意見交換】 

案件（１）令和２年度上半期の取り組みについて 

委員： 大手テレビ局に対抗しようとするのではなく、市直営のテレビ局として「市民に寄り

添う」という姿勢を忘れないでほしい。 

 

委員： コロナ禍で通常の開催ができなくなった文化祭など、子供達の音楽活動にもスポット

を当てていて、良いと思う。 

 

委員： 飲食店の紹介など、中心市街地活性化、事業者支援の為、商工会とタイアップして積

極的にやっていってほしい。 

 

案件（２）令和２年度市民アンケート結果について 

委員： テレビを見る時間帯についての質問が、「マックテレビを見る時間」なのか、「マック

テレビに限らず全ての番組を見る時間」なのか、解釈によってどちらとも取れる。分か

りやすくするべきだ。 

 

委員： アンケートの回答者に商品券を配るなど、回収率を少しでも上げる為の策を何か考え

てはどうか。 

 

委員： 「女子アナウンサーでキョロキョロしてみにくい人がいる」という意見が寄せられて

いるが、どのような環境で撮影されているのか。 

事務局： ビデオプロンプターという機材を使用しています。文章が改行したときなど、目がキ

ョロっと動くことが考えられ、改善にむけて努力します。 

 

委員： アナウンサーは、それなりの学校で勉強をされた方など、高い技術力を求めていただ

きたい。 
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委員： アンケートの質問項目が多すぎるのではないか。複数回に分けて、別の方に送るなど

したほうが、回収率が上がるのではないか。 

 

委員： 各取り組みの周知率がどれも低い。いくら情報を声高に叫んでも、見ていない人には

通じない。これまでの概念とは違うアプローチの方法を考えてはどうか。 

 

委員： 「昔の映像を流されるのは嫌だ」という意見があるので、出来る限り配慮したほうが

良い。 

 

委員： 音楽家の演奏などは、実際に足を運び、生の音楽を聴く瞬間芸術の世界なので、あま

り繰り返しにしないよう考えていただきたい。 

 

委員： 子供向けの番組作りを考えてはどうか。 

 

委員： 防災関係の情報を充実させてほしい。 

 

 委員： 「仕事のことを知りたいという意見」に関して、ハローワークと連携して積極的に情

報発信をお願いしたい。 

 

委員： 交通安全のニュースや青森県警察官採用の情報など、警察との連携は今後も続けてほ

しい。 

 

委員： 若年層・中年層から「興味がない」という率直な意見がある。この世代がみるような

番組にしないと、市民意識の低下につながる。雇用であれば職安、中心市街地であれば

商工会などと連携し、量的な番組を作るより、現存のものの質の向上を上げたほうがよ

いのではないか。各関係団体ともっと連携すれば、低コストでよりよい番組ができると

思う。 

 

委員： 情報宅配便（文字放送）で、一度に画面に出る文字数が多すぎて、読み切れないまま

終わる時がある。大切なポイントに色を付けるとか、フォントを変えてゴシックにする

とか、見やすくする工夫をしてはどうか。 

 

 

 

 



4 

 

案件（３）令和２年度下半期の取り組みについて 

委員： コロナ禍だからこそやらなければいけないことを考えてほしい。例えば、学校がいつ

休校になるかもわからないので、教育番組、リトミック、英会話などの教育支援など、

やってみてはどうか。 

 

委員： メインの大手のテレビ局の番組が薄い１７時～１９時に、飲食店の情報を流せば、見

た人が「ここにゴハン食べにいこうか」となり、中心市街地活性化に繋がるのではない

か。 

 

委員： 夜中は、ターゲットをもっと下げて、職安情報をもう少し魅力的に作り変えたものを

流してはどうか。 

 

 委員： 紙媒体での情報発信は広報みさわがあるのだからそれを活用し、若者をターゲットに

するなら、Facebookと連動して Instagramや Twitterなどを活用してみてはどうか。 

 

委員： 航空祭など、基地に関する番組であれば、基地の公式 Twitter でも情報発信ができる

ので、そういった連携も考えてはどうか。 

 

委員： 防災無線と同じタイミングで L字放送をするという取り組みはぜひ進めてほしい。 

 

委員： 「データ放送の火事情報の地図がわかりづらい」、「おおざっぱすぎる」という意見が

あるので、努力して欲しい。 

 

委員： アンケートで寄せられた２００人の意見も受け止めなければいけないが、放送という

ものの公共性を第一とし、市民の理解を得られるような番組作りを進めてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


